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ごあいさつ
このたびは、本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうござ
います。
ご使用の前に『クイックスタートガイド』（本書）、『ご利用にあ
たっての注意事項』をお読みいただき、正しくお使いください。
お読みになった後は、いつでも見られるようお手元に大切に保管
してください。
	• 本書の内容の一部、または全部を無断転載することは、禁止され
ています。

	◎ 電池は本製品に内蔵されています。
	◎ 本文中で使用しているイラストはイメージです。実際の製品
と異なる場合があります。

同梱品一覧
ご使用いただく前に、下記の同梱物がすべてそろっていることを
ご確認ください。
	• 本体
	• ご利用にあたっての注意事項
	• クイックスタートガイド（本書）

	• ACアダプタ
	• アクティブペン 
（KC-T304PS）
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本書の表記方法について
	■項目／アイコン／ボタンなどを選択する操作の
表記方法について

本書では、操作手順を次のように表記しています。
表記例 意味

ホーム画面→［ ］→
［ストレージ］

ホーム画面の「 （設定）」をタップし
ます。
続けて「ストレージ」をタップします。

スリープモード中に
F（電源ボタン）

スリープモード中にF（電源ボタ
ン）を押します。

	• タップとは、ディスプレイに表示されているボタンやアイコン
を指で軽く叩いて選択する動作です。

	■掲載されているイラスト・画面表示について
本書に記載されているイラストや画面は、実際のイラストや画面
とは異なる場合があります。また、画面の一部を省略している場
合がありますので、あらかじめご了承ください。

	◎ 本書では横表示からの操作を基準に説明しています。縦表示
では、メニューの項目／アイコン／画面上のボタンなどが異
なる場合があります。

	◎ 本書に記載されているメニューの項目や階層、アイコンはご
利用になる機能や条件などにより異なる場合があります。
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	◎ 本書では 「microSD™メモリカード（市販品）」、
「microSDHC™メモリカード（市販品）」および
「microSDXC™メモリカード（市販品）」の名称を、
「microSDメモリカード（市販品）」もしくは 「microSD」と
省略しています。

	◎ 本書に記載している会社名、製品名は、各社の商標または登
録商標です。なお、本文中では、TM、®マークを省略している
場合があります。
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ご利用の準備

各部の名称と機能

⑦

⑥

⑩

⑦

② ③ ④⑤

⑧

⑨

①

①	microSDメモリカードトレイ
②	マイク
③	カスタマイズボタン
④	rl 音量上／下ボタン
	 音量を調節します。
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⑤	F 電源ボタン
	 電源オン／オフやスリープモードの移行／解除などに使用し

ます。
⑥	光センサー
	 周囲の明るさを検知して、ディスプレイの明るさを自動調整

します。
⑦	フロントステレオスピーカー
	 通知音やアラーム音などが聞こえます。
⑧	通知（充電）ランプ
	 充電ランプの点灯により、充電中の充電状態（バッテリーイン

ジケーター）が確認できます。
充電ランプの色 充電状態

赤色の点灯 電池残量が59%以下
黄色の点灯 電池残量が60%～89%
緑色の点灯 電池残量が90%以上

⑨	インカメラ（レンズ部）
⑩	ディスプレイ（タッチパネル）

■microSDメモリカードトレイの開きかた
○部分に軽く爪をかけて開いてください。
奥まで爪を差し込むとパッキン部に傷を
付けてしまうためご注意ください。
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⑫⑪
⑬

⑭

⑮

⑯

	■ KC-T304/304PS

	■ KC-T304C
⑰⑰

⑪	Bluetooth®／GPS／Wi-Fi®アンテナ部※

⑫	撮影ライト／簡易ライト
⑬	アウトカメラ（レンズ部）
⑭	イヤホンマイク端子
	 イヤホン（市販品）などの接続時に使用します。
⑮	外部接続端子
	 外部接続機器などの接続時に使用します。
⑯	充電端子（DCコネクタ）
	 付属のACアダプタの接続時に使用します。
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⑰	充電端子（充電台用）
	 充電台との接続時に使用します。

	◎ 本製品の外装ケースは取り外せません。外装ケースを無理に
取り外そうとすると、破損や故障の原因となります。

	◎ 本製品の電池は内蔵されており、お客様による取り外しはで
きません。強制的に電源を切り再起動する場合は、「強制的に
電源を切り再起動する」（▶P.‌14）をご参照ください。

※	アンテナは、本体に内蔵されています。アンテナ部付近を手で覆うと
通信品質に影響を及ぼす場合があります。
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microSDメモリカードを取り付け
る／取り外す

microSDメモリカードの取り付け／取り外しは、本製品の電源
を切ってから行ってください。

microSDメモリカードを取り付ける
1	 microSDメモリカードトレイのミゾに指先をか
けて、まっすぐに引き出す

2	 microSDメモリカードの端子（金属）面を下にし
てmicroSDメモリカードトレイにはめ込む
	• microSDメモリカードトレイのツメの破損を防ぐため、
microSDメモリカードを矢印の方向にすべり込ませるよ
うに取り付けてください。
	• microSDメモリカードがmicroSDメモリカードトレイ
から浮かないように、はめ込んでください。

ツメ

microSDメモリカードトレイ

※	本製品はSIMカードに対応しておりません。microSDメモリ
カードトレイにSIMカードを取り付けても、ご使用いただけま
せんのでご注意ください。
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3	 microSDメモリカードトレイを本体に対して
まっすぐ水平に、奥までしっかり差し込む
	• microSDメモリカードトレイが浮いていることのないよ
うに確実に閉じてください。

	◎ microSDメモリカードには、表裏／前後の区別があります。 
無理に入れようとすると取り外せなくなったり、破損するお
それがあります。

microSDメモリカードを取り外す
microSDメモリカードを取り外す場合は、データが壊れる（消去
される）ことを防ぐため、必ず以下の操作を行ってください。

1	 ホーム画面→［ ］→［ストレージ］→「SDカード」
の［ ］

2	 本製品の電源を切り、microSDメモリカードトレ
イのミゾに指先をかけて、まっすぐに引き出す
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3	 microSDメモリカードをmicroSDメモリカー
ドトレイから取り外す

microSDメモリカードトレイ

4	 microSDメモリカードトレイを本体に対して
まっすぐ水平に、奥までしっかり差し込む
	• microSDメモリカードトレイが浮いていることのないよ
うに確実に閉じてください。

	◎ microSDメモリカードの端子部には触れないでください。
	◎ 長時間お使いになった後、取り外したmicroSDメモリカード
が温かくなっている場合がありますが、故障ではありません。
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充電する
お買い上げ時には、内蔵電池は十分に充電されていません。必ず
充電してからお使いください。赤色に点灯していた充電ランプが
緑色に変わったら充電完了です。

	◎ 充電中、本製品が温かくなることがありますが異常ではあり
ません。

	◎ カメラ機能などを使用しながら充電した場合、充電時間は長
くなる場合があります。

	◎ 付属のACアダプタを接続した状態で各種の操作を行うと、
短時間の充電／放電を繰り返す場合があり、電池のもちが悪
くなります。

	◎ 周囲温度や本製品の温度が、極端に高温や低温になっている
場合には、充電を始めても途中で停止することがあります。
できるだけ常温の環境で充電してください。

	◎ 本製品の充電ランプが赤色に点滅したときは、接続などが正
しいかご確認ください。それでも点滅する場合は、充電を中
止して、裏表紙に記載のお問い合わせ先までご連絡くださ
い。

	◎ 充電中、スリープモードの画面に100％が表示された後で
も、すぐに充電ランプが緑色に点灯しないことがあります
が、間もなくランプの色が緑色に変わり充電完了となりま
す。

	◎ 接続端子に金属製のアクセサリや導電性異物（金属片･鉛筆
の芯など）が触れたり、内部に入ったりしないようにしてく
ださい。
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ACアダプタを使って充電する
付属のACアダプタを接続して充電する方法を説明します。

1	 付属のACアダプタの電源プラグをコンセント
（AC100V～240V）に差し込む

電源プラグ
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2	 付属のACアダプタのDCプラグを充電端子（DC
コネクタ）にまっすぐに差し込む
本製品の充電ランプが赤色に点灯したことを確認してくだ
さい。本製品の電源が入っている場合は、ステータスバーに

「 」が表示されます。
充電が完了すると、充電ランプの色が緑色に変わります。

ACアダプタ

充電ランプ

3	 充電が完了したら、充電端子（DCコネクタ）からプ
ラグをまっすぐに引き抜く

4	 付属のACアダプタの電源プラグをコンセントか
ら抜く

	◎ 充電端子（DCコネクタ）に付属のACアダプタを接続した状
態で無理な力を加えると、破損の原因となりますのでご注意
ください。

	◎ 電池が切れた状態で充電すると、充電ランプがすぐに点灯し
ないことがありますが、充電は開始しています。
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電源を入れる／切る
電源を入れる
1	 通知ランプが点灯するまでF（電源ボタン）を長
く押す
スタート画面が表示されます。
	• 初めて電源を入れたときは、初期設定が起動します。必要
に応じて設定を行ってください。

	◎ 電源を入れてから各種ロゴが表示されている間は、タッチパ
ネルの初期設定を行っているため、画面に触れないでくださ
い。タッチパネルが正常に動作しなくなる場合があります。

	◎ 画面の点灯中にF（電源ボタン）を押すか、一定時間操作
しないで画面が消灯すると、スリープモードに移行します。

電源を切る
1	F（電源ボタン）を1秒以上長く押す

2	［電源を切る］

強制的に電源を切り再起動する
画面が動かなくなったり、電源が切れなくなったりした場合に、
強制的に本製品の電源を切り再起動することができます。

1	F（電源ボタン）とr（音量上ボタン）を同時
に11秒以上長く押す
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	◎ 強制的に電源を切り再起動すると、保存されていないデータ
は消失します。本製品が操作できなくなったとき以外は行わ
ないでください。



- 16 -

タッチパネルの使いかた
本製品のディスプレイはタッチパネルになっており、指で直接触
れて操作します。

	■タップ／ダブルタップ
画面に軽く触れて、すぐに指を離し
ます。また、2回連続で同じ位置を
タップする操作をダブルタップと
呼びます。

	■ロングタッチ
項目やボタンなどに指を触れた状
態を保ちます。

	■スライド／スワイプ
画面内で表示しきれないときなど、
画面に軽く触れたまま、上下左右へ
なぞります。
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	■フリック
画面を指ですばやく上下左右には
らうように操作します。

	■ピンチ
2本の指で画面に触れたまま指を
開いたり（ピンチアウト）、閉じたり

（ピンチイン）します。

	■ドラッグ
画面に軽く触れたまま目的の位置
までなぞります。
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初期設定を行う
お買い上げ後、初めて本製品の電源を入れたときは、画面の指示
に従って言語やWi-Fi®、Googleアカウントなどの設定を行って
ください。

	■Googleアカウントの設定について
Googleアカウントの設定を行うと、「Gmail」、「Play ストア」など
のGoogle社のアプリを利用できます。

Wi-Fi®を設定する
家庭内で構築した無線LAN（Wi-Fi®）環境や、外出先の公衆無線
LAN環境を利用して、インターネットに接続できます。

1	 ホーム画面→［ ］

2	［ネットワークとインターネット］→［Wi-Fi］→
［Wi-Fi の使用］または「 」
Wi-Fi設定画面が表示され、利用可能なWi-Fi®ネットワーク
が一覧表示されます。

3	 接続するWi-Fi®ネットワークを選択→［接続］
	• セキュリティで保護されたWi-Fi®ネットワークに接続す
る場合は、パスワード（セキュリティキー）※を入力し、「接
続」をタップします。
※	パスワード（セキュリティキー）は、アクセスポイントで設定

されています。詳しくは、ネットワーク管理者にお問い合わせ
ください。

	• 接続が完了すると、ステータスバーに「 」が表示されま
す。
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スタート画面について
スタート画面は、電源を入れたときやスリープモードを解除した
ときに表示されます。

スタート画面からホーム画面を表示する
スタート画面が表示されたときは、次の操作でホーム画面を表示
できます。

1	 画面をスライド／フリック
ホーム画面が表示されます。またはスリープモードに移行す
る前の画面が表示されます。

①

②

《スタート画面》
①	時計表示
②	通知表示

	• 通知をダブルタップすると通知されたアプリを起動します。
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スリープモードについて
画面のバックライト点灯中にF（電源ボタン）を押すか、一定時
間操作しないと画面が一時的に消え、スリープモードに移行しま
す。次の操作を行うと、スリープモードを解除できます。

1	 スリープモード中にF（電源ボタン）

	◎ スリープモードに移行するまでの時間を変更するには、ホー
ム画面→［ ］→［ディスプレイ］→［詳細設定］→［画面消灯］
と操作して、時間を選択します。

	◎ スリープモード中にF（電源ボタン）を押して画面を表示
する際は、画面に触れないでください。タッチパネルが正常
に動作しなくなる場合があります。
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基本操作

ホーム画面を利用する
ホーム画面は、複数の画面で構成されており、左右にスライド／
フリックすると画面を切り替えることができます。

①

②
③

《ホーム画面》
①	ステータスバー
②	ショートカット／フォルダ
③	クイック起動エリア
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スクリーンショットを撮影する 
F（電源ボタン）とl（音量下ボタン）を同時に1秒以上長く
押すと、現在表示されている画面を画像として保存（スクリーン
ショット）できます。

	◎ スクリーンショットを行った画像は、内部ストレージに保存
されます。保存された画像は「フォト」、「Files」などで確認で
きます。

	◎ アプリや機能によってはスクリーンショットが動作しない
場合があります。
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通知音の設定をする
メディアの音量・通知の音量・アラームの音量を設定できます。

メディアの音量を設定する
1	r（音量上ボタン）またはl（音量下ボタン）
を押す
	• メディアの音量の音量調節バーが表示されます。

2	r（音量上ボタン）またはl（音量下ボタン）
を押して、音量を調節

	◎ スライダを上下にドラッグしても、音量を調節できます。

メディアの音量・通知の音量・アラームの
音量を設定する
1	r（音量上ボタン）またはl（音量下ボタン）を押す

	• メディアの音量の音量調節バーが表示されます。

2	［ ］
	• メディアの音量・通知の音量・アラームの音量の音量調節
バーが表示されます。

3	 音量調節バー→スライダを左右にドラッグして、
音量を調節→［完了］
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ホーム画面を設定する
ホーム画面の各種表示を設定できます。

1	 ホーム画面→空きスペースをロングタッチ
ホーム画面の設定画面が表示されます。

2 ホームの設定 ホーム画面にGoogleアプリおよび通
知ドットを表示したり、アイコンを追
加します。

ウィジェット ホーム画面にウィジェットを追加し
ます。

壁紙 ホーム画面やスタート画面の壁紙を
変更します。

3	 各項目を設定

アプリを起動する
アプリケーションアイコンをタップしてそれぞれの機能を使用
します。

1	 ホーム画面→起動するアプリ／フォルダをタップ
	• フォルダをタップした場合は、フォルダ内のアプリ一覧か
ら起動するアプリをタップします。
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通知パネルについて
1	 ステータスバーを下にスライド

通知パネルが表示されます。
	• をタップすると通知パネルを隠します。

①

②

①	ON／OFF設定アイコン
	 よく使う機能のオン／オフを設定します。
	 通知パネルを下にスライドすると、表示されていないアイコ

ンや画面の明るさ調節スライダ、設定メニューアイコンが表
示されます。

②	お知らせ（通知）エリア
	 本製品の状態やお知らせの内容を確認できます。情報によっ

ては、タップすると対応するアプリが起動します。

	◎ 通知パネルを上にスライドしても、通知パネルを隠すことが
できます。

	◎ 通知を個別に消去するには、消去したい通知を左右にフリッ
クします。
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機内モードを設定する
機内モードを設定すると、ワイヤレス機能（無線LAN（Wi-Fi®）機
能、Bluetooth®機能）がすべてオフになります。

1	 ホーム画面→［ ］→［ネットワークとインター
ネット］→「機内モード」または「 」をタップし
てオンにする
機内モードが設定されると、ステータスバーに「 」が表示
されます。

	◎ 機内モードをオンに設定すると、メールの送受信、無線LAN
（Wi-Fi®）機能、Bluetooth®機能による通信などもオフにし
ます。

	◎ 機内モードがオンの場合でも無線LAN（Wi-Fi®）／
Bluetooth®機能をオンにすることができます。航空機内や
病院などでご利用になる場合は各社・各施設の指示に従って
ください。
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機能設定
設定メニューから各種機能を設定、管理します。

1	 ホーム画面→［ ］
設定メニューが表示されます。

設定メニュー項目一覧
項目 設定内容

ネットワークとイ
ンターネット

Wi-Fi®や機内モードなどネットワークに
ついて設定します。

接続済みのデバイ
ス

本製品と接続する機器および接続してい
た機器について設定します。

アプリと通知 最近開いたアプリの表示、アプリの名前や
バージョン、メモリの使用状況などの確
認、有効／無効の設定、アンインストール
などアプリに関する設定や、通知のブロッ
クやスタート画面に表示する通知など、通
知に関する設定を行います。

電池 電池残量や使用量を表示します。また、
バッテリーセーバーなどの設定ができま
す。

ディスプレイ 明るさや壁紙、画面の向き、フォントなど、
画面表示に関する設定を行います。

音 サイレント モードや音量の調整、操作音な
ど、音に関する設定を行います。

カスタマイズボタ
ン

カスタマイズボタンを押した際の起動動
作を選択します。
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項目 設定内容
ストレージ 本製品本体内やmicroSDメモリカードの

メモリ容量の確認などができます。
プライバシー プライバシーに関する設定を行います。
位置情報 位置情報に関する設定を行います。
セキュリティ セキュリティに関する設定を行います。
アカウント オンラインサービスのアカウント管理や、

データ同期に関する基本設定を行います。
ユーザー補助 表示される文字サイズなど、ユーザー補助

サービスの設定を行います。
Digital Wellbeing
と保護者による 
使用制限

アプリの利用時間の確認やアプリの使用
時間の設定などができます。

Google Googleのアカウントおよびサービスに関
する情報の確認や設定の変更などができ
ます。

システム 表示する言語や文字入力、日付と時刻につ
いて設定します。また、Googleサーバーへ
のバックアップの設定や本製品の初期化
を行ったり、本製品の情報を確認できま
す。システムのアップデートもここから行
います。

デバイス情報 タブレットの情報に関する確認やデバイ
ス名の変更ができます。
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バッテリーセーバーの設定をする
本製品のパフォーマンスとバックグラウンドデータを制限しま
す。

1	 ホーム画面→［ ］→［電池］→［バッテリーセー
バー］

2	［今すぐONにする］
バッテリーセーバー機能が起動します。ステータスバーに

「 」が表示されます。

	◎ 同期を使用するメールやメッセージなどのアプリは起動し
ないと更新されない場合があります。

	◎ バッテリーセーバーは、端末の充電中は自動的にOFFにな
ります。
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アクティブペンについて	
（KC-T304PS）
	■アクティブペンを使う前に

アクティブペンは乾電池（AAAA dry cell battery 1.5 [V]　単6形）
をセットして使用します。使用している乾電池が消耗すると、アク
ティブペンの反応が悪くなったり、操作できなくなります。この場合
は、乾電池を交換してください。

1	電池カバーを矢印の方向に回して開け（①）、乾電
池をセット／交換する（②）

① ②

2	 電池カバーを操作1の①と逆の方向に回して閉める
付属の乾電池は動作確認用です。新しい乾電池の使用を推奨
します。
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	■アクティブペンを使う

①

②
③

④
①	電池カバー
②	ペンボタン（上側）
	 長押し（ロングタッチ）と同等の操作ができます。
③	ペンボタン（下側）
	 消しゴムなどの機能があります。
	 アプリケーションによって機能が異なります。
④	ペン先
	 画面に近づけると画面上のポインターが反応して操作できます。
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その他

お手入れのしかた
本製品の汚れは下記の手順で泡ハンドソープやアルコールなど
で拭きとることができます。

	■泡ハンドソープ／泡ボディソープを使用する場合
₁	 ケーブル類をすべて取り外し、本製品の電源を切る
2	 柔らかい布に泡ハンドソープ／泡ボディソープを
付け、本製品を手早く拭き取る
スピーカー・マイクなどの穴部に泡ハンドソープなどが入り
込まないように注意してください。

3	 泡が完全になくなるまですすぐ
スピーカー・マイクなどの穴部を約30秒洗い流します。

4	 スピーカー・マイクなどの穴部の水抜きを十分に
行う

5	 十分に乾燥させて、水滴が残っていないことを確
認する
水抜き、乾燥について詳しくは「水に濡れたときの水抜きに
ついて」（▶P.‌34）をご参照ください。
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	■アルコールを使用する場合
₁	 ケーブル類をすべて取り外し、本製品の電源を切る
2	 糸くずの出ない柔らかい布にイソプロピルアル
コール、エタノール、次亜塩素酸ナトリウムを少量
含ませ、本製品を拭き取る

※	製品の有する性能は試験環境下での確認であり、無故障を保証するも
のではありません。 
イソプロピルアルコール、エタノール、次亜塩素酸ナトリウムは消毒
用として販売されているものを、それぞれの取扱説明書をよく読んで
お使いください。誤った使いかたは人体への影響や引火などの恐れが
あります。

	■注意事項
	• 市販のアクセサリー商品（端末カバー、ケースなど）は取り外し
てください。なお、市販のアクセサリー商品の取り扱いについて
は、各商品の注意事項をご確認ください。
※	市販の保護シートは剥がれる場合があります。
	• 耐水圧設計ではありませんので高い水圧を直接かけたり、長時
間水中に沈めたりしないでください。
	• お手入れの際はmicroSDメモリカードトレイがしっかり閉じ
ていることを確認してください。
※	国内メーカー製の泡タイプのハンドソープ／ボディソープをご使

用ください。種類の異なる泡ハンドソープ／泡ボディソープは混ぜ
ないでください。 
キッチン用・業務用・無添加・アルカリ性のハンドソープ、業務用・無
添加・アルカリ性のボディソープや、石けん、洗剤、入浴剤、シャン
プー、リンス、洗顔料、メイク落とし、歯磨き粉などを使用しないで
ください。 
付着した場合にはすぐに水で洗い流してください。
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水に濡れたときの水抜きについて
本製品が水に濡れた場合、必ずスピーカー・マイクなどの水抜き
をしてください。そのまま使用すると衣服やかばんなどを濡らす
場合や音が聞こえにくくなる場合があります。
次の手順で水抜きを行ってください。

₁	 本製品表面の水分を繊維くずの出ない乾いた清潔
な布などでよく拭き取る

2	 振りかたについて
①�本製品をしっかり持ち、水が出なくなるまで本製品を矢印

方向に振ります。
※	振る際は周りに危険がないことを確認してください。
※	本製品が飛び出さないように、しっかりと持ち水抜きをして

ください。



- 35 -

イヤホンマイク端子・ 
外部接続端子・充電端子側： 

20回以上

マイク・各ボタン側： 
20回以上

②�出てきた水分を拭き取ります。
※	スピーカー・マイク、充電端子、外部接続端子部、イヤホンマイ

ク端子部、音量ボタン、カスタマイズボタン周辺は特に水が抜
けにくいため、押し付けるように各部分を下側にして拭き
取ってください。

③�乾いたタオルや布の上に置き、常温でしばらく放置しま
す。

3	 繊維くずの出ない乾いた清潔な布などに本製品を
軽く押し当て、スピーカー・マイク・充電端子・外部
接続端子部・イヤホンマイク端子部・音量ボタン・
カスタマイズボタン周辺などの隙間に入った水分
を拭き取る
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4	 本製品から出た水分を十分に取り除いてから乾い
たタオルや布の上に置き、常温で1時間以上放置し
て乾燥させる

上記手順を行った後でも、本製品に水分が残っている場合があり
ます。濡れて困るもののそばには置かないでください。
また、衣服やかばんなどを濡らしてしまうおそれがありますのでご
注意ください。
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故障とお考えになる前に
故障とお考えになる前に次の内容をご確認ください。
こんなときは ご確認ください 参照
電源が入らな
い

内蔵電池は充電されていますか？ P.‌11
F（電源ボタン）を通知ランプが点
灯するまで長く押していますか？

P.‌14

充電ができな
い

付属のACアダプタは正しく接続さ
れていますか？

P.‌12

本体または電池温度が高温または低
温になっていませんか？ 温度に
よって充電を停止する場合がありま
す。

P.‌11

周辺機器（付属のACアダプタ）で充
電をしていますか？

P.‌12

操作できな
い／画面が動
かない／電源
が切れない

F（電源ボタン）とr（音量上ボ
タン）を同時に11秒以上長く押すと
強制的に電源を切り再起動すること
ができます。

P.‌14

電源が勝手に
切れる

内蔵電池は十分に充電されています
か？

P.‌11

電源起動時の
ロゴ表示中に
電源が切れる

内蔵電池は十分に充電されています
か？

P.‌11

「 」（圏外）
が表示される

電波の弱いところにいませんか？ －

ボタン／タッ
チパネルの操
作ができない

電源は入っていますか？ P.‌14
電源を切り、もう一度電源を入れ直
してください。

P.‌14
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こんなときは ご確認ください 参照
画面が暗い 本体または電池温度が高温になって

いませんか？ 温度によって画面の
輝度を落とす場合があります。

－

充電してくだ
さいなどと表
示された

電池残量がほとんどありません。 P.‌11

使用できる時
間が短い

十分に充電されていますか？
	• 赤色の充電ランプが緑色に変わる
まで、充電してください。

P.‌11

内蔵電池が寿命となっていません
か？

－

「 」（圏外）が表示される場所での
使用が多くありませんか？

－

使用していないアプリや機能を終
了・停止してください。

－

上記の各項目を確認しても症状が改善されないときは、裏表紙に
記載のお問い合わせ先までご連絡ください。

主な仕様
主な仕様につきましては、以下のホームページをご参照ください。
(https://www.kyocera.co.jp/prdct/telecom/office/
phone/lineup/kc-t304/)



お問い合わせ先番号

京セラホームページ
http://www.kyocera.co.jp/

京セラ通信サポートセンター
0120-993-950（通話料無料）
受付時間：9:00～17:00（平日）

・年末年始、ゴールデンウィーク、夏季休暇、設備点検日などは休業
  する場合がございます。

・受付時間を予告なく変更することがありますのでご了承ください。
・IP電話（050-XXXX-XXXX）からは接続できない場合があります。

機器に関するご相談、お問い合わせ
■ホームページからのお問い合わせ

・ 修理に関しましては、購入頂いた販売店へお問い合わせください。
・ 商品に関するお問い合わせ・通信機器操作方法に関しましては以下までお

問い合わせください。

濡れた状態での充電は、
異常な発熱・焼損などの原因となり
大変危険です。

製造元：
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